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ペア入れ替え式ロールプレイ会話：場面３「慰め談話」 
 

日高 水穂 

（関西大学） 

 

1．場面設定 

 ペア入れ替え式ロールプレイ会話調査の場面３「慰め談話」の場面設定は以下のもので

ある（若年層では「自治会（職場・親睦グループ等）の会長（上司・先輩等）」を「ゼミ

（サークル・親睦グループ等）の先輩」とした）。 

 

  （１）場面設定（場面３・高年層） 

  ［Ａ（電話の受け手）への指示］自治会（職場・親睦グループ等）の会長（上司・先

輩等）（仮名：佐藤さん）を怒らせてしまい、落ち込んでいるところに、Ｂさんから

電話がかかってきます。Ｂさんと話をし、前向きな気持ちになったら了解してくださ

い。 

  ［Ｂ（電話のかけ手）への指示］Ａさんが自治会（職場・親睦グループ等）の会長（上

司・先輩等）（仮名：佐藤さん）を怒らせてしまい、落ち込んでいると聞きました。

Ａさんに電話をかけ、Ａさんが前向きな気持ちになるよう話をしてください。 

 

2．先行研究 

 日高（2012）では、「試験に落ちた友人を慰める」という場面設定のロールプレイ会話

に現れた「慰め」の機能的要素として、次のものをあげている。 

 

  （２）「慰め」の機能的要素 

  (a) 心配：相手の状況を察して心配する。 

    例）「大丈夫？」 

  (b) 共感：相手の状況を察して共感を示す。 

    例）「それはへこむよねー」 

  (c) 助言：相手の状況がよくなるように助言する。 

    例）「あんまり考え込みすぎないほうがいいよ」 

  (d) 前向きな予測：前向きな予測をして、相手を積極的な気持ちにさせる。 

    例）「大丈夫、○○ちゃんなら次は受かるよ」 

  (e) 励まし：励ましの言葉をかける。 

    例）「元気出して」「頑張ってね試験」 

 

 これらの「慰め」の機能的要素は、落ち込む相手が「慰め」が受け入れるまでまんべん
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なく現れ、受け入れたあとでは《前向きな予測》《励まし》が繰り返される。こうした「慰

め」の機能的要素の出現パターンを図示すると、次のようになる。 

 

            

図１ 「慰め」の機能的要素の出現パターン 

 

 菅野（2011）では、「友人に紹介してもらったバイトの面接に落ちたことを報告する」と

いう電話会話を収録し、「慰め」の機能を持つ発話を以下のように分類している。 

 

（３）「慰め」の機能を持つ発話 

  Ⅰ 共感的発話：落ち込む人の気持ちに共感した発話。相手をフォローしたり、親身

な対応をとった発話などがこれに属する。 

   例）「なんで」「どうして」などの理由を追究する発話 

     「まじで？」「ええー」などの驚きを表す発話 

     「がんばれ」「落ち込むな」などの直接的な表現で相手を励ます発話 

     「大丈夫？」など相手の心情を直接的に聞く発話 

  Ⅱ 対立的発話：落ち込む人を非難したり冗談を言うなど、状況的に対立を生み出す

ような発話。これらは、わざと厳しいことを言ったり楽観的な態度を取ることによ

り、落ち込む人を鼓舞し、事態の深刻さを軽減化しようという意図をもつ場合、慰

めとして機能する。対立的発話の具体例は以下のようなものである。 

   例）面接に落ちた原因・事実に言及する発話 

     「落ちる」「ダメ」などのマイナス表現を含む発話 

 

 この研究では、日本人学生と韓国人留学生の男女それぞれ 10名を調査対象（友人役）と

しているが、「共感的発話」は日本人学生、韓国人留学生ともに現れるのに対し、「対立的

発話」は韓国人留学生に多い、という結果が見られた。「対立的発話」を日本人が行わない

のは、相手が落ち込む話題を避けることが、日本人に一般的に共有される対人的配慮とな

っているからである。一方、韓国人にとっての「対立的発話」は、積極的に問題となって

いる話題を取り上げることで、相手に対して親身になり、相手の気持ちを鼓舞しようとい

う意図を含んでいるものであり、これは、韓国人に一般的に共有される対人的配慮である

《心配》《共感》《助言》 

《前向きな予測》《励まし》 

受け入れる 受け入れない 

《前向きな予測》《励まし》 
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可能性が高い。 

 

3．首都圏女性ペアの慰め談話の分析 

3．1．談話構造と談話展開の主導権 

 依頼談話の電話会話を分析したザトラウスキー（1991）を参考に、首都圏女性ペアの場

面３の談話構造を整理すると、次のようになる。 

 

表１ 慰め談話（場面３）の構造 

 高年層ペア 若年層ペア 

開始部 0001-0004 相手確認 0001-0003 相手確認 

主 

要 

部 

事態共有の

ための談話 

0005-0011 Ｂによる事情確認 

0012-0024 Ａによる事情説明 

0025-0035 Ｂによる助言 

0036-0042 Ａによる事情説明 

0004-0008 Ｂによる事情確認 

0009-0019 Ａによる事情説明 

0020-0041 事情の掘り下げ 

事態打開の

ための談話 

0043-0055 Ｂによる助言 

0056-0060 Ａによる仲立ちの依頼 

0061-0068 Ｂによる受諾 

0069-0079 依頼・受諾の反復 

0080-0084 総括（Ｂ励まし・Ａ感謝） 

0042-0049 Ｂによる励まし 

0050-0051 総括（Ｂ励まし・Ａ感謝） 

終了部 0085-0088 別れの挨拶 0052-0057 別れの挨拶 

 

 慰め談話の主要部は、「事態共有のための談話」から「事態打開のための談話」へと展開

する。高年層ペアの「事態打開のための談話」は、ＡがＢに和解のための仲立ちを依頼す

るところから開始され、談話展開の主導権は慰められる側（Ａ）が取っている。若年層ペ

アの「事態打開のための談話」は、Ｂが問題の事態に対する前向きな予測を示すところか

ら開始され、談話展開の主導権は慰める側（Ｂ）が取っている。 

 

3．2．慰めの要素の種類と現れ方 

 慰め談話の主要部に現れる、慰めの機能を持つＢの発話を表２にまとめた。高年層ペア、

若年層ペアともに、前半の「事態共有のための談話」には《心配》《共感》が現れ、後半の

「事態打開のための談話」には《前向きな予測》《励まし》が現れる。 

 高年層ペアには《助言》も現れているが、本来は「事態打開のための談話」の中心とな

るはずの《助言》が、この会話の場合、0036から始まるＡの「事情説明」によって遮られ、

また、0056から始まるＡの「仲立ちの依頼」によって遮られるという展開になっている。 

 若年層ペアでは、「事態共有のための談話」は、Ｂの質問に対してＡが事情説明を加えて

いく形で展開する。こうして事態の共有が十分に図られた上で、Ｂは《前向きな予測》を

切り出している。（「対立的発話」とまでは言えないが）問題のありかを十分に検討するこ
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とで、事態の打開に向かう談話の流れが形成されている。 

 

表２ 慰め談話（場面３）の慰めの要素 

 高年層ペア 若年層ペア 

事
態
共
有
の
た
め
の
談
話 

・0011Ｂ：こ、あの、なんか怒らせちゃったんだ

って↑。《心配》 

・0025Ｂ：まあ、よくあることだよねー。《共感》 

・0033Ｂ：なんか、まあちょっと、相手が結構気

にしちゃったりね、《共感》 

・0035Ｂ：することあるけどー、まあ、でもさー、

その、ほん、ほんとうにそうゆう気持ちじゃなか

ったってことをゆったらー↑。《助言》やっぱり。

そんな気持ちはなかったのにー、なんか、あのー、

誤解されちゃったら申し訳なかったですねー、み

たいな感じでゆってみたらー↑、どうかしら。《助

言》 

・0041Ｂ：んー、わかるわ、その気持ち。《共感》 

・0006Ｂ：なんか、友達から聞いたんだけど、な

んか、こ、先輩に怒られたとか、落ち込んでる

って聞いたんだけど、大丈夫ー↑。《心配》 

・0024Ｂ：あ、書けなかった。それはしょうがな

いよね。《共感》 

・0040Ｂ：うーん、困ったねー。なんかでも書け

ないときはしょうがないよね、書けないから。

《共感》 

事
態
打
開
の
た
め
の
談
話 

・0051Ｂ：だった、だからさー、そんなに落ち込

まないほうがいいよー。《助言》 

・0053Ｂ：もっかいゆってみたらー↑。《助言》 

・0073Ｂ：そしたらまあ、ちょっと、少し和らぐ

かもしれないしねー。《前向きな予測》 

・0081Ｂ：うん、うん、うん、元気出して、ファ

イティン。《励まし》 

・0042Ｂ：で、たぶんＤさんも、あんま普段そん

な怒る人じゃないから、機嫌悪かったんじゃな

いの。｛笑｝《前向きな予測》 

・0044Ｂ：うーん。大丈夫でしょー。《前向きな

予測》 

・0046Ｂ：｛笑｝うん、大丈夫だよ。《前向きな予

測》次、書けるようになればいいよー。《励まし》 

 

4．まとめ 

 首都圏女性ペアの場面３の談話例を分析することにより、慰め談話が「事態共有のため

の談話」と「事態打開のための談話」から成ること、「事態共有のための談話」には《心

配》《共感》、「事態打開のための談話」には《前向きな予測》《励まし》が現れること

を見た。《助言》は慰め談話には必須ではないようである。また、慰める側と慰められる

側のいずれが談話の主導権を取るかということも、慰め談話の展開と談話構成要素を比較

する際の観点になることを見た。 
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ペア入れ替え式ロールプレイ会話：場面３「慰め談話」 

 

（１）首都圏高年層女性ペア 

【開始部】 

相 

手 

確 

認 

0001Ｂ：あ、もしも／／しー。 Ｂ：注目要求 

0002Ａ：もしもし。 Ａ：注目要求 

0003-1Ｂ：あ、 

0003-2Ｂ：Ａ（名）ちゃん↑。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：情報要求 

0004Ａ：うーん。 Ａ：陳述・表出 

【主要部】 

事 

情 

確 

認 

0005Ｂ：あ、なんかさー、ちょっと聞いたんだけどー。 Ｂ：陳述・表出 

0006Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0007Ｂ：自治会のー、 Ｂ：情報要求（1/3） 

0008Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0009Ｂ：なんか、ちょっと難しいさー、／／Ｄさんてゆ人をね、 Ｂ：情報要求（2/3） 

0010Ａ：あー。 Ａ：注目表示 

0011Ｂ：こ、あの、なんか怒らせちゃったんだって↑。 Ｂ：情報要求（3/3）《心

配》 

事 

情 

説 

明 

0012-1Ａ：んー、 

0012-2Ａ：ちょ、ちょっとねー、／／あの、ほら、 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：陳述・表出 

0013Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0014Ａ：あたし、言葉悪いじゃない↑。 Ａ：情報要求 

0015Ｂ：うん。 Ｂ：陳述・表出 

0016Ａ：んでー、すぐにズケズケズケズケゆっちゃっタイプだから／／さー。 Ａ：陳述・表出 

0017Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0018Ａ：相手の痛いところ、じょうも、ゆっちゃったみたいなのよー。 Ａ：陳述・表出 

0019Ｂ：あー、／／なるほどねー。 Ｂ：注目表示 

0020Ａ：そしたらすごい気ー使っ、向こうが、あの、気にしちゃってねー。 Ａ：陳述・表出 

0021Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0022Ａ：なんかー、あの、こっちーに話しーかけてくれないのよね。 Ａ：陳述・表出 

0023Ｂ：あー、そっ／／か。 Ｂ：注目表示 

0024Ａ：うーん。 Ａ：注目表示 

助 

言 

0025Ｂ：まあ、よくあることだよねー。 Ｂ：陳述・表出《共感》 

0026Ａ：／／だけど、 Ａ：（未完） 

0027Ｂ：ま、その、なんてゆうか、 Ｂ：陳述・表出（1/5） 

0028Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0029Ｂ：それほどさー、 Ｂ：陳述・表出（2/5） 

0030Ａ：うん。 Ａ：注目表示 
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0031Ｂ：悪気じゃなくてもー、 Ｂ：陳述・表出（3/5） 

0032Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0033Ｂ：なんか、まあちょっと、相手が結構気にしちゃったりね、 Ｂ：陳述・表出（4/5） 

0034Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0035-1Ｂ：することあるけどー、 

 

0035-2Ｂ：まあ、でもさー、その、ほん、ほんとうにそうゆう気持ちじゃな

かったってことをゆったらー↑。 

0035-3Ｂ：やっぱり。そんな気持ちはなかったのにー、なんか、あのー、誤

解されちゃったら申し訳なかったですねー、みたいな感じでゆっ

てみたらー↑、どうかしら。 

Ｂ1：陳述・表出（5/5）

《共感》 

Ｂ2：行為要求《助言》 

 

Ｂ3：行為要求《助言》 

事 

情 

説 

明 

0036Ａ：て、ゆったんだけど／／ねー↑。 Ａ：陳述・表出 

0037Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0038Ａ：相手がいつまでもグジュグジュグジュグジュゆってんのよー。 Ａ：陳述・表出 

0039Ｂ：あー、／／すっ、 Ｂ：注目表示 

0040Ａ：そーすっとねー、いい加減にしなさいよって言いたくなっちゃって

ねー、／／こっちもー。 

Ａ：陳述・表出 

0041-1Ｂ：んー、 

0041-2Ｂ：わかるわ、／／その気持ち。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出《共感》 

0042-1Ａ：わかるでしょー。｛笑｝ 

0042-2Ａ：わたしー。 

Ａ1：情報要求 

Ａ2：陳述・表出（未完） 

助 

言 

0043Ｂ：ねー、やっぱりほら、あのー、なんてゆ、言葉って難しいからね。 Ｂ：陳述・表出 

0044Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0045Ｂ：あのー、悪気じゃなくても、そゆふにね、取られちゃうこともある

けれどもー、 

Ｂ：陳述・表出 

0046Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0047Ｂ：でもまあ、Ａ（名）ちゃんの性格だったらさー、やっ／／ぱり、そ

んなに悪気でゆったんじゃないってことはさー、 

Ｂ：陳述・表出（1/2） 

0048Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0049-1Ｂ：やっぱり、わかってもらえると思うのよー、 

0049-2Ｂ：うーん。 

Ｂ1：陳述・表出（2/2） 

Ｂ2：注目表示 

0050Ａ：そうか／／なー。 Ａ：注目表示 

0051-1Ｂ：うーん、そうよー。 

0051-2Ｂ：だった、だからさー、そんなに落ち込まないほうがいいよー。 

0051-3Ｂ：やっぱりさー、あのー、心で伝えれば伝わることもあるしねー。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：行為要求《助言》 

Ｂ3：陳述・表出 

0052-1Ａ：うん。 

0052-2Ａ：／／今度さー、 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：行為要求（1/3） 0053Ｂ：もっかいゆってみたらー↑。 Ｂ：行為要求《助言》 
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0054Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0055Ｂ：うん、／／そんー、 Ｂ：注目表示 

依 

頼 

0056Ａ：もしあれだった／／らさ、 Ａ：行為要求（2/3） 

0057Ｂ：ん、ん。 Ｂ：注目表示 

0058Ａ：Ｂ（あだ名）ちゃん、ちょっとー、あのー、こ、なんつうの↑、ゆ

っといてくれる↑。 

Ａ：行為要求（3/3） 

0059Ｂ：あ、あたしから↑。 Ｂ：注目表示 

0060Ａ：うーん。 Ａ：注目表示 

受 

諾 

0061-1Ｂ：あ、そうね、 

0061-2Ｂ：Ｄさん、じゃ、あたしからさー、 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出（1/4） 

0062Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

0063Ｂ：あのー、Ａ（名）ちゃん、／／そんな悪気じゃなかったのに、 Ｂ：陳述・表出（2/4） 

0064-1Ａ：ほんと、そんな。 

0064-2Ａ：そうそうそうそうそう。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：注目表示 

0065Ｂ：言葉がちょっと／／あのー、 Ｂ：陳述・表出（3/4） 

0066Ａ：強かった。 Ａ：陳述・表出 

0067Ｂ：強かったってゆうふうに、話してみるわー。 Ｂ：陳述・表出（4/4） 

0068Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

依 

頼 

と 

受 

諾 

の 

反 

復 

0069Ｂ：あたしで良かったらー。 Ｂ：陳述・表出 

0070-1Ａ：うん、 

0070-2Ａ：ちょっと、ゆっといてくれると助かるなー。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：陳述・表出 

0071Ｂ：そうだねー。 Ｂ：注目表示 

0072Ａ：／／うん。 Ａ：注目表示 

0073Ｂ：そしたらまあ、ちょっと、少し和らぐかもしれないしねー。 Ｂ：陳述・表出《前向

きな予測》 

0074Ａ：んー／／んー。 Ａ：注目表示 

0075-1Ｂ：うん、 

0075-2Ｂ：じゃ、そんなことで、ちょっとあたし、これからお電話番号教え

といてー↑。 

0075-3Ｂ：そしたら電話してみるからー。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：行為要求 

 

Ｂ3：陳述・表出 

0076-1Ａ：うん、 

0076-2Ａ：じゃあ悪いんだけどー、 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：関係づくり，儀礼 

0077Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0078Ａ：電話してみて↑。 Ａ：行為要求 

0079-1Ｂ：うん、 

0079-2Ｂ：／／わかりました。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出 

総 

括 

0080-1Ａ：うん、それじゃあ／／ねー。 

0080-2Ａ：よろしく。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：関係づくり，儀礼 
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0081-1Ｂ：うん、うん、うん、 

0081-2Ｂ：元気出して、ファイティン。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：行為要求《励まし》 

0082Ａ：ありがと。 Ａ：関係づくり，儀礼 

0083Ｂ：んー。｛笑｝ Ｂ：注目表示 

0084Ａ：うん。 Ａ：注目表示 

【終了部】 

別 

れ 

の 

挨 

拶 

0085Ｂ：じゃあ、また／／ねー。 Ｂ：関係づくり，儀礼 

0086-1Ａ：うん、 

0086-2Ａ：それ／／じゃあね。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：関係づくり，儀礼 

0087-1Ｂ：はい、 

0087-2Ｂ：どうも、／／ごめんくださーい。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：関係づくり，儀礼 

0088-1Ａ：はい、 

0088-2Ａ：どうもありがとー。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：関係づくり，儀礼 

 

 

（２）首都圏若年層女性ペア 

【開始部】 

相 

手 

確 

認 

0001-1Ａ：はい、 

0001-2Ａ：もしもし。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：注目要求 

0002-1Ｂ：もしもし、 

0002-2Ｂ：Ａ（あだ名）ちゃーん。 

Ｂ1：注目要求 

Ｂ2：注目要求 

0003-1Ａ：うん、 

0003-2Ａ：／／Ｂ（あだ名）↑。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：情報要求 

【主要部】 

事 

情 

確 

認 

0004-1Ｂ：う、うん、そうそう。 

0004-2Ｂ：なんか、 

Ｂ1：陳述・表出 

Ｂ2：陳述・表出（未完） 

0005Ａ：／／うん。 Ａ：注目表示 

0006-1Ｂ：なんか、友達から聞いたんだけど、なんか、こ、先輩に怒られた

とか、落ち込んでるって聞いたんだけど、 

0006-2Ｂ：大丈夫ー↑。 

Ｂ1：陳述・表出 

 

Ｂ2：情報要求《心配》 

0007-1Ａ：う、うん、 

0007-2Ａ：あ、誰から聞いた、それ。｛笑｝ 

Ａ1：陳述・表出 

Ａ2：情報要求 

0008-1Ｂ：あ、 

0008-2Ｂ：なんか、Ｚ／／くーん。｛笑｝ 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出 

事 

情 

説 

明 

0009-1Ａ：｛笑｝うーん、 

0009-2Ａ：あのねー、原稿をねー、 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：陳述・表出（1/2） 

0010Ｂ：うーん。 Ｂ：注目表示 

0011Ａ：すごい遅れちゃったんだよねー。 Ａ：陳述・表出（2/2） 
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0012-1Ｂ：え、 

0012-2Ｂ：それ、Ｄさんに怒られたのー↑。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：情報要求 

0013Ａ：そうそうそうそう。 Ａ：陳述・表出 

0014Ｂ：あそっかー。 Ｂ：注目表示 

0015Ａ：編集長に怒られたのー。 Ａ：陳述・表出 

0016-1Ｂ：｛笑｝えー、 

0016-2Ｂ：Ｄさん、怒るんだ。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出 

0017Ａ：そうそう。 Ａ：注目表示 

0018Ｂ：んー。 Ｂ：注目表示 

0019Ａ：すごい怖かったよー。 Ａ：陳述・表出 

事 

情 

の 

掘 

り 

下 

げ 

0020-1Ｂ：えー、そうなの↑。 

0020-2Ｂ：なんで遅れちゃったの、原稿。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：情報要求 

0021Ａ：うーんとね、ま、端的にゆうと、 Ａ：陳述・表出（1/2） 

0022Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0023Ａ：書けなかったから。 Ａ：陳述・表出（2/2） 

0024-1Ｂ：あ、書けなかった。 

0024-2Ｂ：それはしょうがないよね。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出《共感》 

0025Ａ：なんかねー、 Ａ：陳述・表出（1/3） 

0026Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0027Ａ：テーマ、旅なんだけどねー、 Ａ：陳述・表出（2/3） 

0028Ｂ：うんうん。 Ｂ：注目表示 

0029Ａ：どうしても書けなくて、資料あさっても無理でー。 Ａ：陳述・表出（3/3） 

0030Ｂ：うんうん。 Ｂ：注目表示 

0031-1Ａ：うーん、 

0031-2Ａ：／／どうしよ、どうしよ、どうしよーって 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：陳述・表出（1/3） 

0032Ｂ：うん、うん、うん。 Ｂ：注目表示 

0033Ａ：悩んでたらー、 Ａ：陳述・表出（2/3） 

0034Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0035Ａ：締め切り過ぎてたー。 Ａ：陳述・表出（3/3） 

0036-1Ｂ：そっかー。 

0036-2Ｂ：それ、あれかー、早めに連絡できなかった感じなの↑。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：情報要求 

0037Ａ：そう、ちょっとねー。 Ａ：陳述・表出 

0038Ｂ：そっかー。 Ｂ：注目表示 

0039Ａ：うーん。 Ａ：注目表示 

0040-1Ｂ：うーん、 

0040-2Ｂ：困ったねー。 

0040-3Ｂ：なんかでも書けないときはしょうがないよね、書けないから。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出 

Ｂ3：陳述・表出《共感》 

0041Ａ：うー／／ん。 Ａ：注目表示 
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励 

ま 

し 

0042Ｂ：で、たぶんＤさんも、あんま普段そんな怒る人じゃないから、機嫌

悪かったんじゃないの。｛笑｝ 

Ｂ：陳述・表出《前向

きな予測》 

0043-1Ａ：あそうかも。 

0043-2Ａ：／／うーん。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：注目表示 

0044-1Ｂ：うーん。 

0044-2Ｂ：大丈夫でしょー。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出《前向

きな予測》 

0045Ａ：あした、うん、ちゃんと謝る。／／｛笑｝ Ａ：陳述・表出 

0046-1Ｂ：｛笑｝うん、 

0046-2Ｂ：大丈夫だよ。 

 

0046-3Ｂ：次、書けるようになればいいよー。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出《前向

きな予測》 

Ｂ3：陳述・表出《励ま

し》 

0047Ａ：うーん。 Ａ：注目表示 

0048-1Ｂ：うん、 

0048-2Ｂ：あたしもがんばって書くから。／／｛笑｝ 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：陳述・表出 

0049-1Ａ：｛笑｝そうだね。 

0049-2Ａ：今度一緒書こうね。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：行為要求 

総 

括 

0050-1Ｂ：うーん、 

0050-2Ｂ：書こうね。 

0050-3Ｂ：よーし、大丈夫だねー。／／｛笑｝ 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：行為要求 

Ｂ3：情報要求 

0051Ａ：｛笑｝／／ありがとー。 Ａ：関係づくり，儀礼 

【終了部】 

別 

れ 

の 

挨 

拶 

0052-1Ｂ：じゃあまた、 

0052-2Ｂ：学校で会おうね。 

Ｂ1：関係づくり，儀礼 

Ｂ2：行為要求 

0053-1Ａ：うーん、 

0053-2Ａ：じゃまたねー。 

Ａ1：注目表示 

Ａ2：関係づくり，儀礼 

0054Ｂ：うん。 Ｂ：注目表示 

0055Ａ：ありがとー。 Ａ：関係づくり，儀礼 

0056-1Ｂ：いいえー、 

0056-2Ｂ：バイバーイ。 

Ｂ1：注目表示 

Ｂ2：関係づくり，儀礼 

0057Ａ：バイバーイ。 Ａ：関係づくり，儀礼 

 


